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後期学校自己評価のお知らせ
〈ダイジェスト版〉 令和７年２月２６日

１ 児童評価と教員評価の結果

まごころで学ぶ
えがおでふれあう

ねばりづよくがんばる

２ 保護者評価の結果（抜粋）

これは、後期に行った「学校自己評価」結果（ダイジェスト版）です。
学校自己評価とは、教職員自身が、学校教育目標の達成状況や教育活動の実施
状況を評価するものです。その際、評価の客観性を増すために、「児童アンケート」や
「保護者アンケート」の結果も参考にします。これらの評価の結果をふまえて、学校改
善に向けた今後の教育活動を進めていきます。
※詳細な評価結果は、ホームページに公開しますので、併せて御覧ください。

⑭「ゆめかなえノート」は、教員の評価が前期より0.19ポイント
上昇しました。児童の思いや願いを理解・把握しつつ児童に問
いかけながら関わっていくことをさらに意識する必要があると考
えます。

参観授業

友達との関わり、生活

・どの項目も3.0以上の評価でした。しかし、（２）は0.31ポイント、
（３）は0.41ポイント前期より下降しています。全ての子供たちが
「楽しい」「学びたい」と思う授業となるよう改善に努めます。
・一方、自由記述において、「声掛けや動画などで分かりやすく教
えていた。」「じっくり意味や意図、捉え方が身につくようにされてい
た。」というものもありました。どの学級でもこのような感想をいただ
けるよう努めます。

・（１）は前期と同値です。家庭での会話でこのような姿を感じて
いただいていると思います。学校、家庭が共に子供たちを見守っ
ていきたいと思います。
・（２）も前期とほぼ同じ値で、低い値でした。引き続き、自分で
できる力を家庭でも実践できるよう機会を作っていただきたいと
思います。

どちらの項目も、大きな上昇ではありませんが、微増しています。
後期には、運動会や縄跳び検定など明確な目標を設定する場
面があったり、次の学年への進級に向けた活動を意識し目標設
定したりすることもあったのではないかと思われます、子供たち
のがんばる姿に励ましの言葉をかけていただきたいと思います。

【評価方法】４段階（４：とてもそう思う ３：まあそう思う ２：あまり思わない １：思わない）

【評価方法】４段階（４：よくできている ３：だいたいできている
２：できていないときの方が多い １：できていない）

比較結果質問項目

—3.48
（１）子供たちは、よく発表をしたり、自分の考え
を書いたりすることができている。

↓3.44
（２）子供たち一人一人がよくわかる、できるた
めに、授業が工夫されている。

↓3.40
（３）子供たちの教室は、整然としていて、学習
に適した環境になっている。

比較結果質問項目

—3.05
（１）子供たちは、友達のよいところによく気付い
ている。

—2.43
（２）子供たちは、学校で掃除の取組をしている
ので、家庭でも身の回りを片付けたり、進んで
掃除をしたりすることができている。

比較結果質問項目

—2.82
（１）子供たちは、学習や生活などいろいろな場
面で目標を決めることができている。

—2.91
（２）子供たちは、自分が決めた目標に向かって
最後まで諦めずに取り組むことができている。

【全体】
教員の評価の多くが前期評価よりも高くなっています。一方、児童の評価のほとんど
が前期評価よりも低くなっています。教員は多くの項目について児童の成長を感じてい
るものの、児童は自身の成長を十分感じることができていないようです。

②「相対話」は教員の評価が前期より0.42ポイント上昇し、全項目の
中で最も上昇した項目です。本校が授業づくりで最も力を入れている点
で、友達と意見を伝え合うことで考えを広げたり深めたりする授業を行
い、児童の表現力と思考力を伸ばす授業づくりに努めています。児童が
自分たちで「話し合いたい」と思い、議論するおもしろさを感じることが
できるような授業になるよう、まだまだ研究が必要です。

⑧「きまりを守る」については、 教員の評価が前期より0.25ポイ
ント上昇しています。前小スタンダードで取り組んでいる項目など
を含め、前小のきまりを意識し、よりよく生活や学習に臨もうとして
いる姿が見られるようです。

＊「比較」：前期と比較し、0.1ポイント以上の増は「↑」、0.1ポイント以下の減は「↓」、0.1ポイント未満の増減は「—」

自己実現力の育成


